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門
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追
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松
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松
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追
善
供
養
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り
に

﹇
論
文
要
旨
﹈

高
松
院
姝
子
は
二
条
天
皇
の
后
と
な
る
も
の
の
、
天
皇
と
の
婚
姻
生
活
は
わ
ず
か
四
年
ほ
ど
で
破

綻
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
は
出
家
を
遂
げ
、
女
院
に
列
せ
ら
れ
て
高
松
院
と
称
し
、
静
か
な
仏
道
生

活
を
営
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
た
が
、
唱
導
の
名
手
と
し
て
名
高
い
澄
憲
と
の
間
に
、
密
か
に
海
恵
、

八
条
院
高
倉
と
い
う
二
人
の
子
を
儲
け
て
い
た
こ
と
や
、
さ
ら
に
女
院
の
早
世
の
原
因
が
澄
憲
の
子

を
出
産
し
た
こ
と
に
伴
う
疾
患
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
角
田
文
衛
氏
や
田
中
貴
子
氏
に
よ
り
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
り
、
高
松
院
と
澄
憲
と
の
密
通
関
係
は
明
白
で
あ
る
が
、
日
記
や
寺
院
文
書

な
ど
に
見
ら
れ
る
断
片
的
な
記
事
の
分
析
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
二
人
の
具
体
的
な
関

わ
り
は
ほ
と
ん
ど
見
え
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
旧
田
中
家
本
『
転

法
輪
鈔
』
や
金
沢
文
庫
蔵
の
澄
憲
草
の
表
白
を
中
心
に
、
高
松
院
と
の
関
わ
り
が
見
ら
れ
る
表
白
の

内
容
を
検
討
し
、
二
人
の
関
係
性
を
捉
え
直
し
た
。

澄
憲
は
、
高
松
院
の
病
を
癒
す
た
め
の
祈
祷
を
し
た
り
、
美
福
門
院
の
た
め
の
追
善
供
養
の
導
師

を
勤
め
た
り
し
て
、
出
家
後
の
高
松
院
の
人
生
を
導
い
て
き
た
。
二
人
の
関
係
は
、
導
師
と
施
主
と

い
う
信
仰
を
媒
介
と
し
た
積
み
重
ね
を
と
お
し
て
深
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

高
松
院
は
後
半
生
の
導
き
手
と
し
て
、
十
五
歳
年
上
の
優
れ
た
唱
導
僧
で
あ
る
澄
憲
を
尊
敬
、
信

頼
し
、
彼
を
重
用
し
た
。
澄
憲
も
ま
た
、
聖
天
供
表
白
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
松
院
に
対
し
て
導

師
と
い
う
立
場
以
上
の
感
情
を
抱
い
て
接
し
、
女
院
の
死
後
も
懇
ろ
な
追
善
供
養
を
営
ん
で
、
女
院

と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

澄
憲
の
表
白
は
公
や
他
者
の
た
め
に
作
成
し
た
も
の
が
大
半
を
占
め
、
そ
れ
ら
か
ら
は
澄
憲
の
教

養
や
巧
み
な
表
現
力
、
教
説
や
信
仰
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
澄
憲
の
心
情
や
内
面
を

示
す
も
の
は
数
少
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
高
松
院
と
の
関
係
性
の
中
で
自
身
の
率
直
な
心

情
を
述
べ
て
祈
願
し
た
天
供
の
表
白
は
大
変
貴
重
で
あ
り
、
今
後
の
澄
憲
研
究
に
と
っ
て
有
用
な
資

料
と
な
り
得
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
高
松
院
、
澄
憲
、
表
白
、『
転
法
輪
鈔
』、
唱
導
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は
じ
め
に

高
松
院
姝
子
（
永
治
元
年
〈
一
一
四
一
〉
〜
安
元
二
年
〈
一
一
七
六
〉）
は
、
鳥

羽
天
皇
と
美
福
門
院
得
子
と
の
間
に
生
ま
れ
た
皇
女
で
あ
る
。
恵
ま
れ
た
環
境
の
も

と
両
親
の
寵
愛
を
受
け
て
育
ち
、
長
じ
て
二
条
天
皇
の
后
と
な
る
。
し
か
し
、
天
皇

と
の
婚
姻
生
活
は
長
く
続
か
ず
、
わ
ず
か
四
年
ほ
ど
で
破
綻
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後

は
出
家
を
遂
げ
、
女
院
に
列
せ
ら
れ
て
高
松
院
と
称
し
、
静
か
な
仏
道
生
活
を
営
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
た
が
、
唱
導
の
名
手
と
し
て
名
高
い
澄
憲
と
の
間
に
、
密
か
に
海

恵
、
八
条
院
高
倉
と
い
う
二
人
の
子
を
儲
け
て
い
た
こ
と
や
、
さ
ら
に
女
院
の
早
世

の
原
因
が
澄
憲
の
子
を
出
産
し
た
こ
と
に
伴
う
疾
患
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
角
田

文
衛
氏
や
田
中
貴
子
氏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
）
1
（

。

こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
り
、
高
松
院
と
澄
憲
と
の
密
通
関
係
は
明
白
で
あ
る
が
、
日

記
や
寺
院
文
書
な
ど
に
見
ら
れ
る
断
片
的
な
記
事
の
分
析
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
れ
ま
で
二
人
の
具
体
的
な
関
わ
り
は
ほ
と
ん
ど
見
え
て
こ
な
か
っ
た
。本
稿
で
は
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
旧
田
中
家
本
『
転
法
輪
鈔
』（
以
下
、歴
博
蔵
『
転
法
輪
鈔
』

と
表
記
）
や
金
沢
文
庫
蔵
の
澄
憲
草
の
表
白
を
中
心
に
、
高
松
院
と
の
関
わ
り
が
見

ら
れ
る
表
白
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
新
た
に
知
り
得
た
情
報
を
整
理
し
、
二

人
の
関
係
性
を
捉
え
直
し
た
い
。

❶
高
松
院
の
病
と
出
家

澄
憲
は
高
松
院
の
御
持
僧
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
さ
ら
に
高
松
院
と
澄
憲
は
、
二

人
の
子
で
あ
る
海
恵
が
生
ま
れ
た
前
年
の
承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
頃
に
は
関
係
し

て
い
た
と
角
田
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
）
2
（

、
二
人
は
い
つ
頃
か
ら
接
点
を
も
つ

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

高
松
院
は
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
の
早
春
頃
か
ら
参
内
せ
ず
、
母
・
美
福
門
院

の
里
第
で
あ
る
白
河
押
小
路
殿
に
下
が
っ
て
い
た
。
同
年
秋
に
は
病
魔
に
侵
さ
れ
、

危
篤
状
態
と
な
る
。『
山
槐
記
』永
暦
元
年
八
月
十
九
日
条
に
は
、次
の
よ
う
に
あ
る
。　

　
　
　今

暁
中
宮
依
御
悩
危
急
有
御
出
家
云
々
、
院
去
夜
有
御
幸
、
暁
天
還
御
云
々
、

先
々
此
事
御
発
心
之
由
粗
有
其
聞
、
然
而
依
上
皇
御
制
止
不
令
遂
御
也
、〈
下

略
）
3
（

〉

高
松
院
は
重
病
の
た
め
命
の
危
機
に
直
面
し
、
出
家
を
遂
げ
る
。
以
前
か
ら
女
院

は
出
家
を
願
っ
て
い
た
が
、異
母
兄
の
後
白
河
上
皇
の
制
止
に
よ
り
、思
い
と
ど
ま
っ

て
い
た
。
今
回
の
病
を
機
に
、
女
院
は
素
意
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
出
家
の
時
期
に
高
松
院
と
澄
憲
が
接
触
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
資
料
が

存
在
す
る
。
金
沢
文
庫
蔵
の
澄
憲
草
「
為
母
儀
聖
霊
勧
人
書
写
観
無
量
寿
経
十
二
巻

并
被
修
一
昼
夜
念
仏
発
願
表
白
」（
所
蔵
番
号314-7

）
4
（9

）
は
、
高
松
院
が
亡
き
母
・

美
福
門
院
の
た
め
に
行
っ
た
御
月
忌
追
善
供
養
の
表
白
を
澄
憲
が
作
成
し
た
も
の

で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
し
く
取
り
上
げ
る
が
、
そ
の
表
白
の
末
尾
に
、「
高

松
女
院
笠
置
如
法
供
養
表
白
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

禅
定
女
院　

自
□
歴
元
年
八
月
廿
日
、
始
テ

三
七
ヶ
日
法
花
三
昧
行
法
ヲ

、一
同

九
月
十
日
十
一
日
両
日
、
如
法
如
説
書
写
妙
法
蓮
。

以
下
に
続
く
表
白
の
本
文
自
体
は
失
わ
れ
、そ
の
内
容
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
高
松
女
院
」「
禅
定
女
院
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
表
白
自
体
は
女
院
号
を

宣
下
さ
れ
た
後
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
の
残
闕
部
分
か
ら
は
次
の
よ

う
な
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。「
□
歴
元
年
」
の
初
め
の
文
字
は
読
み
取
り
に
く
く
不

明
で
あ
る
も
の
の
、「
歴
」
は
「
暦
」
に
通
じ
、高
松
院
の
存
命
期
間
中
の
元
号
で
「
暦
」

が
つ
く
の
は
「
永
暦
」
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
「
永
暦
元
年
」
を
指
す

と
思
わ
れ
る
。
永
暦
元
年
八
月
二
十
日
で
あ
る
な
ら
ば
、
高
松
院
が
出
家
を
遂
げ
た
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翌
日
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
女
院
は
出
家
し
た
翌
日
に
三
七
ヶ
日
法
華
三
昧
行
法
を

始
め
て
、
同
年
九
月
十
日
、
十
一
日
に
は
法
華
経
書
写
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

こ
の
記
事
は
、
澄
憲
が
高
松
院
の
た
め
に
作
成
し
た
表
白
の
末
尾
に
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
（
写
本
の
表
紙
中
央
に
は
「
澄
六
」
と
し
て
、
澄
憲
の
表
白
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
る
）、
同
じ
く
高
松
院
の
た
め
の
供
養
表
白
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も

ま
た
澄
憲
が
女
院
の
た
め
に
行
っ
た
法
会
の
表
白
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。よ
っ
て
、

高
松
院
は
出
家
直
後
か
ら
澄
憲
に
依
頼
し
て
供
養
を
行
っ
て
お
り
、
二
人
は
永
暦
元

年
八
月
の
女
院
出
家
後
に
は
す
で
に
接
点
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

二
人
が
接
点
を
も
つ
契
機
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
高
松
院
を
異
母
妹
と
し
て
寵
愛

し
、
澄
憲
へ
の
信
任
厚
か
っ
た
後
白
河
上
皇
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
白

河
上
皇
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
高
松
院
の
出
家
直
前
に
重
病
の
女
院
を
訪
問
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
女
院
の
病
が
癒
さ
れ
る
よ
う
、
澄
憲
に
祈
祷
を
依
頼
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

さ
ら
に
、
金
沢
文
庫
蔵
『
転
法
輪
鈔
』「
高
松
院
日
吉
社
七
箇
日
金
泥
御
経
供
養

開
白
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

方
今
禅
定
女
院
宿
縁
之
所
催
ヲ
ス

一
深
奉
ル

レ
帰
シ
山
王
之
明
徳
ニ

一
信
力
之
所
ロ

レ
至

頻
リ
ニ
呈
ハ
ス
水
月
之
感
応
ヲ

一
去
年
ノ
夏
天
貴
躰
不
預
ノ
事
御
ス
葛
氏
之
方
モ
少
ク

レ
験

扁
鵲
之
術
モ
不
リ
キ

レ
及
但
運
ヒ
信
力
ヲ
於
七
社
権（
現
脱
カ
）之冥
助
ニ

一
発
シ
テ
願
念
ヲ

一
於
造

仏
一
写
経
之
勝
善
ニ

一
願
力
潜
カ
ニ
通
ス
如
臨
テ
谷
ニ
発
ス
ル
カ

レ
音
ヲ
感
応
忽
ニ
至
ル
似
タ
リ

向
テ

レ
鏡
ニ
見
ル
ニ

レ
像
ヲ
御
悩
平
癒
シ
玉
躰
安
穏
ナ
リ
仍
為
メ
ニ
賽カ
ヘ
リ
マ
ウ
シ
セ
シ
カ

彼
神
恩
ヲ

一
展
此
ノ
斎
莚
ヲ

一
御
者
也
〈
下
略
）
5
（

〉

女
院
は
去
年
の
夏
に
病
に
か
か
り
、
名
医
に
よ
る
治
療
を
施
し
て
も
な
か
な
か
癒

え
な
か
っ
た
が
、
澄
憲
の
導
き
に
よ
り
日
吉
社
に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
忽
ち
に
癒
さ

れ
た
と
い
う
。
こ
の
表
白
に
続
く
「
同
結
願
表
白
於
十
禅
師
宮
一
被
結
願
之
一
」
に

は
、「
自
仲
秋
八
月
下
旬
五
日
一
至
マ
テ
涼
秋
九
月
上
旬
之
今
朝
ニ

一
七
日
参
籠
シ
日
吉
社

頭
ニ

一
七
度
勤
修
シ
テ
厳
重
ノ
斎
会
ヲ

一
就
テ
七
社
ノ
宝
前
ニ

一
各
瑩
金
銅
鏡
像
ヲ

一
為
メ
ニ
七
社

法
楽
ノ

一
各
写
御
金
字
妙
典
ヲ

一
今
日
当
テ
結
願
ノ
之
日
ニ

一
就
テ
当
社
ニ

一
展
斎
莚
ヲ

一
御
者

也
〈
下
略
〉」
と
あ
り
、
こ
の
供
養
が
八
月
二
十
五
日
か
ら
九
月
上
旬
ま
で
七
日
間

に
わ
た
り
行
わ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
表
白
に
は
供
養
を
し
た
年
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
つ
行
わ
れ
た
供
養

な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
高
松
院
が
重
病
に
か
か
っ
た
と
い
う
史
料
は
、
永
暦
元
年

の
出
家
直
前
の
病
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
重
病

が
永
暦
元
年
の
病
を
指
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
年
後
に
行
わ
れ
た
病
回
復
の
感

謝
供
養
の
期
間
も
、
八
月
二
十
五
日
か
ら
九
月
上
旬
ま
で
で
あ
り
、
永
暦
元
年
八
月

の
病
や
出
家
の
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
十
二
巻
本『
表
白
集
』

巻
五
に
は
、「
高
松
院
奉
為
美
福
門
院
追
善
表
白
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
）
6
（

、
そ
の

表
題
に
は
「
于
時
中
宮
也
」
と
い
う
注
記
が
付
さ
れ
て
お
り
、正
式
に
は
中
宮
で
あ
っ

た
時
の
表
白
で
も
「
高
松
院
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
白
に
つ
い
て
も
、

女
院
号
宣
下
以
前
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
り
得
る
。

し
か
し
、
表
題
に
は
「
高
松
院
」
と
記
さ
れ
る
だ
け
で
、
特
に
中
宮
で
あ
っ
た
旨

の
注
記
も
な
い
の
で
、
院
号
が
宣
下
さ
れ
た
応
保
二
年
二
月
五
日
の
後
に
行
わ
れ
た

供
養
表
白
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
女
院
は
あ
る
年
の
夏
に
名
医
に
も
癒

し
が
た
い
病
に
か
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
澄
憲
に
依
頼
し
て
日
吉
社
に
祈
願
し
た

と
こ
ろ
、
思
い
が
け
ず
病
が
癒
さ
れ
た
。
そ
の
一
年
後
に
病
気
回
復
の
感
謝
を
込
め

て
、
こ
の
供
養
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
澄
憲
の
導
き
に
よ
り
日
吉
社
に
祈
願
し
、
癒
さ
れ
難
い
病
が

忽
ち
治
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
澄
憲
は
女
院
の
命
の
恩
人
と
も
い
う
べ
き
存
在
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
一
件
に
よ
っ
て
、
澄
憲
は
女
院
か
ら
絶
大
な
信
頼

を
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
供
養
が
十
禅
師
宮
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
注
記
さ
れ
る
が
、「
当
時
ひ

ろ
く
一
般
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
の
は
十
禅
師
で
あ
り
、『
転
法
輪
鈔
』
も
例
外
で
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霊
駕
永
ク

無
帰コ
ト

、一
母
儀
継
第
二
巻
ヲ

。一

三
軸
不ル
ニ
終
書
写
、一
一
期
忽
恨
ル

運

命
ヲ

。一
妙
典
ハ

僅
ニ

四
巻
、
願
主
ハ

既
ニ

二
代
也
。
故
ニ

倣
テ

双
親
ノ

御
筆
ヲ

、一
催
ス

一

心
ノ

悲
願
ヲ

。一
今
揮ノ
コ
シ
テ

千
行
ヲ

、一
驚シ
御
セ
ル
也

両
軸
ヲ

。
一

父
・
鳥
羽
法
皇
が
始
め
、
母
・
美
福
門
院
が
そ
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
完

成
で
き
な
か
っ
た
金
光
明
経
書
写
を
、
娘
の
高
松
院
が
完
成
さ
せ
て
、
二
人
へ
の
追

善
供
養
と
し
た
の
で
あ
る
。
金
光
明
経
は
鎮
護
国
家
経
典
の
一
つ
で
、
天
皇
と
そ
の

皇
后
の
志
を
継
い
で
皇
女
で
あ
る
高
松
院
が
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
、
個
人
的
な
供
養

を
超
え
て
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

②
醍
醐
寺
三
宝
院
蔵
、
澄
憲
『
表
白
集
』
上
「
高
松
女
院
百
花
供
養
表
白

　
奉
為
美
福

門
院
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
謄
写
本
に
よ
る
。
請
求
記
号2014-36

）

美
福
門
院
の
た
め
の
御
月
忌
供
養
表
白
で
あ
る
。「
図
絵
弥
陀
如
来
之
尊
容
、一
書

写
シ
テ
々
々
々
々
々
、調
二
百
色
之
妙
花
一
、展
一
日
之
斎
莚
ヲ

一
」、「
然
則
、妙
花
交
レ
色
、

皆
散
安
楽
界
之
空
ニ

、一
濃
艶
施
匂
ヲ

、一
併
供
弥
陀
仏
之
前
ニ

一
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、

阿
弥
陀
仏
に
百
花
を
供
え
て
母
の
追
善
供
養
を
し
、
極
楽
往
生
を
願
う
と
い
う
法
会

で
あ
る
。
こ
の
供
養
の
旨
趣
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

御
願
旨
趣
何
ト
者
、
四
恩
同
恩
ナ
レ
ト
モ
、
尤
深
者
父
母
之
恩
也
。
二
親
共
親
殊
ニ

厚
者
、
母
儀
之
徳
也
。
是
以
蒼
海
三
千
之
底
深
ケ
レ
ト
モ
、
比
ス
レ
ハ
徳
海
ニ

一
惟
浅

シ
。
迷
盧
八
万
之
峯
高
ト
モ
、
喩
ハ
恩
山
一
還
下
。
其
故
、
十
月
宿
聖
胎
ニ

、一
誕
生

之
間
幾
ノ
苦
シ
テ
一
日
施
鍾
愛
ヲ
、
育
養
之
程
幾
情
シ
テ
歴
劫
ニ
モ
難
報
其
恩
、一
隔
テ

モ
生
一
難
忘
其
徳
一
者
也
。

父
母
・
国
王
・
衆
生
・
三
宝
と
い
う
四
恩
の
う
ち
、
最
も
深
い
の
は
父
母
の
恩
で

あ
り
、
父
母
の
徳
の
う
ち
で
は
母
の
徳
が
殊
に
厚
い
と
い
う
、
澄
憲
特
有
の
母
恩
を

重
ん
じ
る
教
義
が
展
開
さ
れ
る
）
10
（

。
高
松
院
は
、「
是
以
念
々
報
恩
謝
徳
ノ
御
願
、
追
レ

は
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
澄
憲
の
表
白
が
そ
う
し
た
信
仰
を
助
長
し
た
の
で
あ
る
）
7
（

」

と
小
峯
和
明
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
澄
憲
の
意
向
を
踏
ま
え
て
こ
の
供
養
が

行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

❷
高
松
院
に
よ
る
美
福
門
院
追
善
供
養

高
松
院
は
出
家
後
、
澄
憲
を
導
師
と
し
て
、
亡
き
母
・
美
福
門
院
の
た
め
の
追
善

供
養
を
何
度
か
行
っ
て
い
る
。
そ
の
折
の
表
白
が
三
点
残
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
章

で
は
そ
れ
ら
に
着
目
し
た
い
。

①
金
沢
文
庫
蔵
、
澄
憲
草
「
高
松
女
院
十
箇
日
御
修
善
結
願
表
白
」（
所
蔵
番
号

314-8

）
8
（0

）

高
松
院
が
澄
憲
に
依
頼
し
て
、
鳥
羽
法
皇
と
美
福
門
院
の
た
め
に
行
っ
た
御
修
善

結
願
表
白
で
あ
る
。
普
賢
菩
薩
の
行
法
と
舎
利
供
養
を
行
っ
て
、
両
親
が
極
楽
往
生

で
き
る
よ
う
祈
願
し
て
い
る
。
女
院
は
施
主
と
し
て
、
特
に
美
福
門
院
の
た
め
の
御

月
忌
供
養
を
行
っ
た
が
、
父
・
鳥
羽
法
皇
の
た
め
の
御
忌
供
養
に
も
参
列
し
た
記
録

が
残
っ
て
お
り
）
9
（

、
両
親
の
た
め
の
追
善
供
養
を
重
ん
じ
て
い
た
。

冒
頭
に
「
自
今
月
上
旬
第
六
日
、
殊
十
ヶ
日
之
間
」
と
あ
り
、
あ
る
月
の
六
日
か

ら
十
六
日
ま
で
行
わ
れ
た
供
養
で
あ
っ
た
。
何
年
に
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
本

文
か
ら
推
測
で
き
る
。
表
白
中
に
「
彼
汾
陽
県
ノ

□
水
、
咽
テ

悲
涙―
ニ一

而
七
年
、
慈

母
門
ノ

暁
ノ

月
、
陰
テ

愁
雲
ニ

一
而
三
歳
」
と
記
さ
れ
、
父
が
亡
く
な
っ
て
七
年
、
母
が

亡
く
な
っ
て
三
年
の
月
日
が
流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
羽
法
皇
崩
御
の
保
元
元
年

（
一
一
五
六
）、美
福
門
院
崩
御
の
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、

こ
の
法
会
が
行
わ
れ
た
の
は
応
保
三
年
（
一
一
六
三
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
供
養
を
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
、表
白
中
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

就
中
ニ

金
光
妙
経
四
巻
有
希
代
ノ

子
細
。
一

法
皇
始
写
第
一
巻
ヲ

一
露
点
未
終
功
ヲ

、一
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日
無
レ
空
、
時
々
追
福
修
膳
ノ
御
営
、
経
レ
歳
多
積
レ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
母
へ
の
報

恩
の
た
め
、
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
追
福
修
膳
の
営
み
を
積
み
重
ね
て
い
た
。
①
は

美
福
門
院
が
崩
御
し
て
三
年
後
の
供
養
表
白
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
門
院
の
崩
御
か

ら
随
分
時
を
隔
て
た
時
点
で
の
表
白
の
よ
う
で
あ
る
。
続
い
て
表
白
に
は
以
下
の
よ

う
に
記
さ
れ
る
。

然
猶
七
月
盂
蘭
期
、
秋
始
追
福
善
御
営
、
如
希
仲
冬
聖
忌
待
。
冬
来
一
年
一
度

之
斎
莚
似
タ
リ

レ
適
ナ
ル
ニ
。
仍
毎
月
ニ
企
一
日
之
修
善
、一
方
欲
レ
修
二
御
月
忌
之
斎

莚
一
也
。
今
月
者
初
択
吉
日
、一
後
ニ
ハ
即
可
レ
定
廿
三
朝
一
者
也
。

高
松
院
は
こ
の
年
、
七
月
に
盂
蘭
盆
供
養
を
行
い
、
美
福
門
院
が
崩
じ
た
十
一
月

二
十
三
日
に
も
法
会
を
開
い
て
、
そ
の
後
は
毎
月
一
度
の
御
月
忌
供
養
を
行
う
旨
を

表
明
し
て
い
る
。
こ
の
百
花
供
養
は
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、③
の「
為

母
儀
聖
霊
勧
人
書
写
観
無
量
寿
経
十
二
巻
并
被
修
一
昼
夜
念
仏
発
願
表
白
」
に
は
、

「
去
年
ノ

冬
ノ

半ニ
ハ

捧
テ

百
種
ノ

名
花
ヲ

、一
献シ
御
ス

弥
陀
御
前
ニ

、一
今
歳
ノ

春
ノ

初ニ
ハ

修
一
昼
夜
ノ

念
仏
ヲ

、一
仙
殿
中
ヲ

一
」
と
あ
り
、
去
年
の
冬
の
半
ば
に
百
花
を
阿
弥
陀
仏
へ
捧
げ
る

供
養
を
行
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
述
は
②
の
表
白
の
百
花
供
養
を
指
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
②
の
百
花
供
養
を
行
っ
た
後
、
翌
年
の
春
の

初
め
に
一
昼
夜
の
念
仏
供
養
を
行
い
、
③
の
「
為
母
儀
聖
霊
勧
人
書
写
観
無
量
寿
経

十
二
巻
并
被
修
一
昼
夜
念
仏
発
願
表
白
」
の
供
養
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。③

金
沢
文
庫
蔵
、
澄
憲
草
「
為
母
儀
聖
霊
勧
人
書
写
観
無
量
寿
経
十
二
巻
并
被
修
一
昼

夜
念
仏
発
願
表
白
」（
所
蔵
番
号314-79

）

「
当
母
儀
聖
霊
御
月
忌
、
展
開
講
斎
莚
ヲ

一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
も
美
福
門
院

の
御
月
忌
供
養
で
あ
る
。
高
松
院
は
一
昼
夜
念
仏
を
修
し
、
院
中
の
男
女
に
観
無
量

寿
経
十
二
巻
を
書
写
さ
せ
て
、
浄
土
信
仰
に
基
づ
く
供
養
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
表

白
で
も
、
母
の
徳
の
尊
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

夫
悲
母
者
是
託
生
之
源
也
、
誕
生
者
則
経
苦
ヲ

之
基
也
。
故
受
生
者
以
母
息
ヲ

一

為
家
ト

一
也
、
為
子
者
以
母
徳
ヲ

一
為
勝
一
也
。
尺
尊
ノ

企
九
旬
安
居
ヲ

、一
目
連
カ

始タ
ル

七
月
盂
蘭
ヲ

。
一

功
利
ノ

風
永
聞
ユ

、
浄
施
ノ

露
遠
霑
ヘ
リ

。
皆
是
標
シ

母
儀
尤
尊
□コ
ト
ヲ

、一

示
母
徳
至
重
□コ
ト
ヲ

。
一

釈
尊
と
目
連
の
亡
母
供
養
説
話
は
、
②
の
表
白
に
お
い
て
も
、「
故
釈
尊
者
妙
覚

之
如
来
也
、
猶
報
九
旬
安
居
於
摩
耶
之
志
ニ

。
一

目
連
者
漏
尽
之
聖
人
也
、
又
設
二
七

月
ノ
盂
蘭
ヲ
於
悲
母
之
訪
ニ

一
」
と
引
用
さ
れ
て
お
り
、
澄
憲
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
用

い
ら
れ
る
説
話
で
あ
っ
た
。

澄
憲
は
高
松
院
に
代
わ
っ
て
、
母
へ
の
思
い
を
巧
み
に
表
白
の
中
で
表
現
し
て
い

る
。
こ
の
表
白
で
は
、「
嗚
呼
鶯
来
燕
去
、
永
不
帰
一
者
母
儀
恩
愛
御
姿
ナ
リ
 。
花
開

葉
落
、
再
不
見
者
聖
霊
慈
悲
之
若
顔
ナ
リ

」
と
、
会
い
た
く
と
も
二
度
と
会
う
こ
と
が

で
き
な
い
母
へ
の
募
る
思
い
を
対
句
で
表
し
、
②
の
表
白
で
は
、「
伏
惟
母
儀
聖
霊
、

塗
山
之
月
忽
隠
テ
、
捫
天
之
夢
空
驚
キ
、
嬀

風
永
ク
惨
テ
、
切（
功
カ
）利

雲
一
隔
シ
ヨ
リ
以
来
、

隔
花
容
一
而
三
千
、
恋
慕
ノ
涙
無
レ
乾
、
失
瑤
裙
ヲ

一
幾
ノ
日
シ
テ
、
別
離
ノ
悲
未
レ
休
、
朝

雲
暮
雨
時
ト
シ
テ
而
莫
レ
不
レ
恋
二
古
徳
。
一

春
ノ
花
秋
ノ
月
事
ト
シ
テ
而
莫
レ
不
レ
思
二
昔
ノ
恩
一
」

と
、
癒
さ
れ
が
た
い
母
と
の
別
れ
の
悲
し
み
が
切
々
と
綴
ら
れ
て
い
る
。
高
松
院
は

澄
憲
の
表
白
を
と
お
し
て
、
亡
き
母
へ
の
恋
慕
の
思
い
を
新
た
に
し
、
澄
憲
の
導
き

に
促
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
、
追
善
供
養
を
定
期
的
に
営
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

美
福
門
院
が
崩
御
し
た
の
は
、
永
暦
元
年
十
一
月
二
十
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
門

院
は
高
松
院
が
こ
の
年
の
早
春
頃
か
ら
参
内
せ
ず
、
里
第
に
下
が
っ
た
ま
ま
、
八
月

に
は
出
家
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
を
見
届
け
て
か
ら
亡
く
な
っ
て
い
る
。
美
福
門

院
は
母
と
し
て
娘
の
行
く
末
を
案
じ
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
守
仁
親
王

（
の
ち
の
二
条
天
皇
）
と
の
結
婚
は
、
鳥
羽
法
皇
と
美
福
門
院
の
意
向
で
決
め
ら
れ
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て
お
り
）
11
（

、
美
福
門
院
は
、
自
分
の
養
子
に
し
て
多
大
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
守
仁
親

王
と
娘
と
の
結
婚
が
、
う
ま
く
行
く
よ
う
に
と
心
か
ら
願
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ

の
結
婚
が
間
も
な
く
破
局
を
迎
え
、
高
松
院
は
美
福
門
院
に
対
し
て
申
し
訳
な
く
感

じ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
思
い
が
母
へ
の
追
善
供
養
を
行
う
原
動

力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
母
へ
の
追
善
供
養
は
一
般
的
に
当
時
よ
く
行
わ
れ
て
お
り
）
12
（

、
五
障
あ
る
女

人
で
あ
る
母
の
た
め
に
繰
り
返
し
供
養
を
し
て
後
世
を
弔
う
の
は
、
娘
と
し
て
当
然

の
こ
と
で
は
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
加
え
て
、
澄
憲
の
母
恩
重
視
の
教
義
や
巧

み
な
表
白
の
言
説
に
導
か
れ
て
、
美
福
門
院
の
た
め
の
月
忌
供
養
を
行
う
に
至
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
高
松
院
亡
き
後
は
そ
の
遺
志
を
継
い
で
か
、
高
松
院
の
姉
・
八
条
院

が
美
福
門
院
の
た
め
に
御
月
忌
供
養
を
行
っ
て
い
る
）
13
（

。
日
記
類
に
は
、
正
治
元
年

（
一
一
九
九
）
七
月
二
十
三
日
を
始
め
と
し
て
、
八
条
院
が
亡
く
な
る
三
年
前
の
承

元
二
年
（
一
二
〇
八
）
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
、『
明
月
記
』
を
中
心
に
数
多
く
記

録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
『
明
月
記
』
正
治
二
年
十
一
月
二
十
三
日
条
、
建
仁

元
年
（
一
二
〇
一
）
十
一
月
二
十
三
日
条
、
承
元
二
年
十
一
月
二
十
三
日
条
に
は
、

聖
覚
が
導
師
や
講
師
を
勤
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
）
14
（

。
高
松
院
か
ら
八
条
院
へ
、

澄
憲
か
ら
聖
覚
へ
と
、
自
分
の
血
族
を
大
切
に
し
、
母
恩
を
重
ん
じ
る
澄
憲
の
思
い

が
要
と
な
っ
て
、
美
福
門
院
の
御
月
忌
供
養
が
続
け
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
興
味
深

い
。

❸
高
松
院
の
出
産
と
聖
天
供
表
白

歴
博
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
仏
供
養
・
修
法
・
結
縁
潅
頂
天
台
・
秘
教
の
帖
に
は
、
澄

憲
が
自
ら
の
た
め
に
行
っ
た
聖
天
供
祭
文
二
点
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「
為
自
身
祈
令
修
聖
天
供
祭
文
」
は
、
金
沢
文
庫
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
密
教
上
「
為

自
身
祈
令
修
聖
天
供
祭
文　

供
師
無
動
寺
円
雲
内
供
、
後
為
法
印
」
に
同
定
さ
れ
る

が
、
金
沢
文
庫
蔵
本
は
後
欠
で
あ
る
。「
為
小
堂
供
養
祈
修
同
供
祭
文
」
は
、
金
沢

文
庫
蔵
本
で
は
末
尾
の
「
安
元
々
年
十
二
月
十
七
日
権
大
僧
都
某
敬
白
」
の
部
分
の

み
伝
わ
り
、
他
の
部
分
は
欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
澄
憲
と
高
松
院
の
関
わ
り
を
知

る
た
め
に
、
歴
博
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
は
大
変
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ

ら
二
点
の
表
白
を
中
心
に
、
澄
憲
の
女
院
に
対
す
る
心
情
を
捉
え
て
み
た
い
。

①
歴
博
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
仏
供
養
・
修
法
・
結
縁
潅
頂
天
台
・
秘
教
「
為
自
身
祈
令
修
聖

天
供
祭
文
」

嘉
応
二
年（
一
一
七
〇
）四
月
十
日
に
澄
憲
が
自
身
の
た
め
に
行
っ
た
聖
天
供（
歓

喜
天
供
養
）
の
祭
文
で
あ
る
。

方
今
、
大
聖
歓
喜
天
者
隠
上
聖
之
形
、
同
下
部
之
類
、
出
方
便
善
巧
之
門
、
交

毘
那
夜
迦
之
身
。
帰
信
之
者
願
念
竊
相
通
、
供
養
之
者
悉
地
定
成
就
。
爰
仏
子

聊
飾
瑜
伽
之
壇
場
、
敬
調
七
日
之
行
儀
。
運
随
分
之
信
力
、
献
三
時
之
微
供
。

所
仰
者
三
密
加
持
之
風
、
定
転
如
理
之
供
具
、
所
憑
者
五
智
清
浄
之
水
、
必
洗

麁
悪
之
垢
穢
。
伏
冀
、
聖
天
降
臨
道
場
納
受
供
具
、
照
見
弟
子
之
丹
誠
、
成
就

弟
子
之
願
念
。

澄
憲
は
、
帰
信
し
供
養
す
る
者
の
願
い
を
す
べ
て
成
就
す
る
と
い
う
歓
喜
天
供
養

を
、
七
日
間
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
旨
を
記
し
て
い
る
。「
運
随
分
之
信
力
」
や
「
照

見
弟
子
之
丹
誠
、
成
就
弟
子
之
願
念
」
な
ど
か
ら
、
か
な
り
切
実
な
思
い
を
込
め
て

願
念
成
就
を
期
し
、
真
摯
に
こ
の
供
養
を
行
お
う
と
し
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

澄
憲
が
こ
の
表
白
で
心
に
か
け
て
い
た
こ
と
は
、
主
に
二
つ
の
事
柄
で
あ
る
。

抑
名
利
者
出
離
之
怨
也
、
癡
愛
者
輪
廻
之
鎖
也
。
仏
子
心
中
未
能
抛
之
。
所
恥

也
、
所
悲
也
。
所
謂
雖
無
官
職
之
希
、
猶
有
利
養
之
望
。
雖
悟
因
果
之
理
、
未

截
愛
心
之
綱
。
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澄
憲
は
名
利
と
癡
愛
と
い
う
二
つ
の
欲
望
を
捨
て
き
れ
な
い
自
分
の
弱
さ
を
恥
じ

な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
歓
喜
天
は
、
日
本
で
は
子
授
け
や
夫
婦
和
合
、
富
貴
財
福
の
神
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
現
世
利
益
的
な
秘
仏
と
し
て
祀
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
、「
愛
心
之
綱
」
を
截
つ
の
で
は
な
く
、
愛
心
を
成
就
す
る
神
な

の
で
あ
る
。
澄
憲
は
愛
心
の
綱
を
截
ち
き
れ
な
い
自
分
の
弱
さ
を
恥
じ
つ
つ
も
、
そ

の
成
就
を
願
っ
て
こ
の
供
養
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
聖
天
供
が
行
わ
れ
た
二
年
後
の
承
安
二
年

（
一
一
七
二
）
に
、
高
松
院
が
澄
憲
の
子
、
海
恵
を
出
産
し
た
こ
と
が
角
田
文
衛
氏

に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
お
り
）
15
（

、
こ
の
聖
天
供
も
高
松
院
と
の
愛
心
成
就
を
願
っ
て
行
わ

れ
た
可
能
性
が
高
い
。
海
恵
の
出
産
年
か
ら
、
承
安
元
年
に
は
澄
憲
と
女
院
は
深
い

関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
聖
天
供
を
行
っ
た
際
に
は
ど
う

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
白
中
に
は
「
無
慚
無
愧
、
常
居
聚
落
、
破
戒
破
斎
、
苦
在

無
間
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
密
通
関
係
に
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

殊
に
、
澄
憲
が
も
う
一
つ
深
く
気
に
か
け
て
い
る
名
利
の
問
題
に
つ
い
て
、
表
白

に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

二
三
年
来
、
聊
生
覚
悟
。
争
辞
遁
官
職
、
快
結
縁
仏
法
。
然
君
王
之
勅
許
難
蒙
、

善
種
之
因
縁
易
失
。
非
仏
天
加
護
者
、
何
果
遂
願
念
哉
。

こ
の
二
、三
年
の
間
、
澄
憲
は
官
職
を
遁
れ
た
い
と
い
う
願
い
を
持
っ
て
い
た
が
、

君
王
（
後
白
河
法
皇
）
の
勅
許
は
蒙
り
難
く
、
願
念
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

い
た
。
澄
憲
に
は
道
心
か
ら
官
職
を
遁
れ
た
い
と
い
う
思
い
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
の
表
白
全
体
の
供
養
の
目
的
か
ら
考
え
る
と
、
高
松
院
の
異
母

兄
で
あ
り
、女
院
を
妹
と
し
て
か
わ
い
が
っ
て
い
た
後
白
河
法
皇
に
仕
え
る
こ
と
が
、

女
院
と
の
関
係
を
密
か
に
深
め
つ
つ
あ
っ
た
澄
憲
に
は
、
後
ろ
め
た
く
恐
れ
多
い
こ

と
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
名
利
か
ら
逃
れ
た
い
と
い
う
告
白

も
、
高
松
院
と
の
愛
心
成
就
へ
の
思
い
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

澄
憲
は
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
六
月
に
は
、
後
白
河
法
皇
の
出
家
逆
修
の
請
僧

や
同
じ
く
法
皇
出
家
逆
修
初
七
日
の
導
師
、
八
月
に
は
御
逆
修
結
願
の
導
師
を
勤
め

る
な
ど
）
16
（

、
法
皇
の
信
任
厚
く
、
公
の
法
会
で
も
優
れ
た
表
白
や
説
法
を
披
露
し
て
い

た
が
、
内
心
で
は
官
職
を
辞
す
こ
と
も
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
、三
年
来
、

官
職
を
辞
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
供
養
の
二
、三
年
前
に
は

女
院
に
対
し
て
導
師
と
い
う
立
場
を
超
え
た
、
積
極
的
な
思
い
を
抱
く
よ
う
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
澄
憲
は
深
く
慙
愧
し
苦
悩
し
つ
つ
も
、
聖
天
に
愛
心
成
就

を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

②
歴
博
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
仏
供
養
・
修
法
・
結
縁
潅
頂
天
台
・
秘
教
「
為
小
堂
供
養
祈
修

同
供
祭
文
」

高
松
院
の
援
助
を
受
け
、
釈
迦
堂
供
養
の
祈
り
の
た
め
に
澄
憲
が
行
っ
た
聖
天
供

の
祭
文
で
あ
る
。
末
尾
に
は
「
安
元
々
年
（
一
一
七
五
）
十
二
月
十
七
日
」
に
行
わ

れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

爰
仏
子
去
嘉
応
第
二
歳
始
運
信
力
、
設
七
日
供
養
、
祈
一
心
丹
誠
。
自
爾
以
来
、

或
日
々
或
月
々
、
誦
真
言
奉
法
施
、
設
小
供
抽
微
信
。
去
年
冬
天
殊
致
七
日
供

養
、
今
年
窮
陰
同
設
三
時
密
壇
。
微
功
漸
積
、
冥
応
宜
至
。
今
専
所
祈
願
者
、

為
十
方
檀
那
三
際
恩
所
、
抛
随
分
浄
財
、
刻
尺
迦
尊
像
。
明
年
四
月
欲
儲
斎
会
。

嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
に
初
め
て
聖
天
を
信
仰
供
養
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
、
①
の
表
白
「
為
自
身
祈
令
修
聖
天
供
祭
文
」
の
時
か
ら
澄
憲
が
聖
天
を

供
養
し
始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
嘉
応
二
年
か
ら
日
々
あ
る
い
は
月
々
、
聖
天
に
法

施
を
奉
っ
た
り
小
供
を
設
け
た
り
し
て
、
去
年
の
冬
に
も
七
日
供
養
を
行
い
、
今
年

の
十
二
月
に
も
供
養
を
行
っ
て
い
る
と
あ
る
が
、
今
年
の
十
二
月
の
供
養
と
い
う
の
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は
、
こ
の
表
白
の
時
の
供
養
を
指
す
。
繰
り
返
し
捧
げ
て
き
た
供
養
の
功
徳
が
次
第

に
積
も
り
、
冥
応
も
顕
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
、
さ
ら
に
来
年
の
四
月
に
は
釈

迦
像
を
刻
み
、
斎
会
を
儲
け
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
。
澄
憲
が
丹
誠
を
込
め
て
聖
天

供
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
澄
憲
が
聖
天
供
養
に
ど
れ
ほ
ど
思
い

と
情
熱
を
注
い
で
い
た
の
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
澄
憲
が
熱
心
に
聖
天
供
を
行
っ

て
い
る
期
間
は
、高
松
院
と
の
関
係
が
深
ま
っ
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
表
白
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

兼
又
禅
定
女
院
者
大
願
檀
那
也
。
明
年
聊
当
厄
会
。
必
加
擁
護
於
宝
体
、
比
寿

算
於
金
剛
。

こ
こ
で
澄
憲
は
、「
禅
定
女
院
」（
高
松
院
）
の
た
め
に
祈
願
す
る
。
来
年
は
厄
会

に
当
た
る
と
し
て
、
女
院
の
宝
体
擁
護
と
長
寿
を
祈
っ
た
の
で
あ
る
。

な
ぜ
聖
天
供
の
中
で
、
高
松
院
の
宝
体
擁
護
と
長
寿
を
祈
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
聖
天
供
が
行
わ
れ
た
翌
年
の
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
六
月
十
三
日

に
高
松
院
は
崩
御
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
は
女
院
が
澄
憲
の
子
を
出
産
し
た
際
に

腎
臓
を
患
い
、
早
産
に
よ
る
子
宮
出
血
が
起
こ
っ
た
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

角
田
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
17
（

。
さ
ら
に
そ
の
時
に
出
産
し
た
の
は
、
八
条
院
高

倉
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
田
中
貴
子
氏
は
推
測
し
て
い
る
）
18
（

。以
上
を
踏
ま
え
る
と
、

本
表
白
が
作
成
さ
れ
た
安
元
元
年
十
二
月
に
は
、
高
松
院
は
澄
憲
の
子
を
懐
妊
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
表
白
で
澄
憲
が
特
に
祈
っ
て
い
る
の
は
、
翌
年
に
控
え
た

女
院
の
出
産
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
女
院
の
健
康
と
安
産
と
を
願
っ
て
、
聖

天
供
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
表
白
中
に
は
「
因
縁
事
合
、
情
人
順
吾
」
と
記
さ
れ
、
高
松
院
と
の
結
び

つ
き
が
さ
ら
に
確
か
な
も
の
と
な
る
よ
う
祈
ら
れ
て
い
る
。

表
白
の
末
尾
は
以
下
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
。
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都
先
年
祈
願
、
雖
無
顕
応
、
似
有
冥
利
。
仍
深
抽
信
仰
、
常
儲
微
供
。
今
度
祈

請
玄
応
答
素
意
者
、
明
年
冬
比
必
請
壇
場
。
願
聖
天
速
垂
降
臨
、
哀
愍
納
受
。

敬
白
。

去
年
の
祈
願
に
つ
い
て
、
顕
応
は
な
か
っ
た
が
冥
利
は
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
と
し

て
、
今
度
の
祈
請
に
玄
応
が
あ
っ
た
ら
、
来
年
の
冬
頃
に
必
ず
供
養
を
行
い
た
い
と

記
さ
れ
る
が
、
そ
の
願
い
も
空
し
く
、
高
松
院
は
崩
御
す
る
。
澄
憲
の
落
胆
と
悲
し

み
は
、
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

❹
高
松
院
の
崩
御
と
澄
憲
に
よ
る
追
善
供
養

高
松
院
が
崩
御
し
て
、
澄
憲
は
何
度
か
女
院
の
た
め
の
供
養
の
導
師
を
勤
め
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
供
養
表
白
を
取
り
上
げ
る
。

①
金
沢
文
庫
蔵
、
澄
憲
『
上
素
帖
』「
高
松
院
御
周
忌
表
」（
所
蔵
番
号46-

 ）
19
（5

）

表
白
中
に
「
前
院
聖
霊
者
、
我
等
多
年
ノ
薫
主
也
。
去
年
六
月
十
二
日
、
忽
告
无

常
之
悲
御
キ
」、「
今
日
是
遷
化
忌
辰
也
」
と
記
さ
れ
、
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
六

月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
、
高
松
院
の
一
周
忌
供
養
表
白
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
前
高
松

院
男
女
房
、同
志
合
掌
、白
仏
法
僧
御
前
ニ

一
云
々
」
と
あ
り
、女
院
に
仕
え
て
い
た
人
々

が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
御
周
忌
供
養
で
あ
る
。
続
い
て
生
死
の
別
れ
、
分
断
の
悲

し
み
は
古
よ
り
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
、
高
松
院
の
生
涯
が
回
顧
さ
れ
る
。

伏
惟
、
前
院
、
出
天
潢
之
源
、
降
仙
萼
之
程
、一
長
格
油シ
ウ

陰
下
、一
養
蘭
殿
袖

内
。一
仙
洞
春
風
、一
桃
李
粧
漸
媚
塗
山
秋
露
ニ

。
一

蘭
菊（
カ
）質

偸
濃
ナ
リ
。
然
間
、
少

年
早
入
龍
籠
宮
、一
伴
鶴
禁
ノ
君
、
遂
備
三
宮
列
、
施
四
徳
之
誉
ヲ

。
一

眼
飽
花
月

之
興
、
耳
倦
絃
管
之
音
。
身
誇
綺
羅
之
服
、
情
恐
象
外
之
楽
。
照
陽
殿
翫
花
之

庭
、
春
日
猶
短
、
長
秋
宮
望
月
簾
惜
、
秋
夜
易
曙
。

女
院
は
仙
洞
御
所
に
お
い
て
美
し
く
育
ち
、
若
く
し
て
皇
后
と
な
っ
て
申
し
分
の

な
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

然
而
、法
皇
雲
駕
不
帰
、橋
山
ノ
風
永
咽
、母
儀
月
貌
忽
隠
、湘
浦
ノ
露
空
凝
以
来
、

悲
辞
専
夜
之
恩
、
遂
逃
長
生
之
宮
。
一

偸
悟
老
病
死
之
難
、一
既
深
傷
愛
別
離
之

易
迷
。一
漸
及
廿
一
之
壮
齢
、一
忽
落
双
花
之
飾
、一
堅
持
五
百
之
齋
戒
、一
伝
波

提
ノ
衣
以
来
、
池
蓮
花
淀
夏
、
想
像
八
功
徳
之
波
、
宮
槐
葉
落
秋
、
相
催
十
二
観
。

加
之
、
五
相
成
身
之
開
胸
、一
三
密
月
懸
心
。
一

十
重
尸
羅
纏
身
、
五
分
香
薫
衣

ノ

。
一

加
之
、
図
仏
写
経
数
、
如
恒
沙
。
焼
香
散
花
積
、
類
塵
数
。

皇
后
と
し
て
の
華
や
か
な
生
活
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
高
松
院
は
鳥
羽
法
皇

と
美
福
門
院
の
死
を
悲
し
み
、
遂
に
御
所
を
去
っ
た
の
だ
と
い
う
。
た
だ
し
、
美
福

門
院
は
高
松
院
が
参
内
し
な
く
な
っ
た
永
暦
元
年
早
春
頃
に
は
存
命
で
あ
り
、
女
院

が
御
所
を
去
っ
た
直
接
的
な
理
由
と
し
て
、
両
親
の
死
を
挙
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

高
松
院
が
里
第
に
下
が
っ
た
の
は
、
二
条
天
皇
の
女
性
関
係
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め

だ
と
す
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
）
20
（

、そ
れ
が
最
も
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

高
松
院
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
出
家
後
、
両
親
の
た
め
の
追
善
供
養
を
重
ん
じ
て
お

り
、澄
憲
自
ら
美
福
門
院
の
た
め
の
追
善
供
養
を
し
ば
し
ば
導
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
う
し
た
解
釈
が
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

嗚
呼
悲
哉
、
露
未
乾
、
露
今
速
消
。
花
剱
未
粧
ヨ
ソ
ヲ
ハ

一 

花
容
忽
萎
。
諸
受
法
不

満
聖
霊
臨
池
之
妙
、
悲
而
猶
悲
。

女
院
の
死
を
深
く
悲
し
み
嘆
く
文
面
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
女
院
の
死
後
一
年
経
っ

て
も
、
な
お
悲
し
み
が
癒
え
な
い
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
続
い
て
、「
又
背
聖
霊

御
願
之
儀
、一
今
刻
三
尊
一
」
と
記
さ
れ
、
女
院
の
御
願
に
背
い
て
、
三
尊
像
が
刻
ま



108

国立歴史民俗博物館研究報告
第 188集　2015年 3月

れ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、「
嗚
呼
、
三
尊
者
夢
後
彫
刻
也
、
深
憑
四
十
八
願

之
誓
約
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
尊
像
は
阿
弥
陀
三
尊
で
あ
り
、
夢
告
に
従
っ
て
刻

ま
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

抑
、
我
等
忽
失
壮
年
、
空
断
殷
憂
之
膓
ヲ

。
一

犬
馬
慕
主
之
志
、
於
今
何
為
。

葵ク
ヰ
ク
ワ
ク

向
陽
之
思
出
、
吾
既
已ヤ
ミ
ヌ 

。
昔
戴
恩
、
来
覚
恩
厚
。一
心
只
酔
慈
悲
之
尊

徳
、一
今
生
知
非
生
、
只
摧
恋
慕
高
徳

之
（
ミ
セ
ケ
チ
）

平
（
＊
重
ね
書
き
）生

一
仏
之
浄
土
。
一

再
拝奉

慈
悲
之
聖
容
ヲ

、一
争
会
九
品
蓮
。

「
犬
馬
慕
主
」「
葵ク
ヰ
ク
ワ
ク

向
陽
」「
昔
戴
恩
」
な
ど
、
女
院
に
仕
え
て
い
た
人
々
の

思
い
を
代
弁
す
る
表
現
が
多
く
見
ら
れ
、「
争
会
九
品
蓮
」
と
、
浄
土
信
仰
に
基
づ

い
て
女
院
と
の
後
世
の
再
会
を
期
し
て
い
る
。
表
白
の
最
後
は
以
下
の
よ
う
に
締
め

く
く
ら
れ
て
い
る
。

然
則
不
如
浄
蔵
浄
眼
之
生
王
宮
者
再
莫
生
十
善
之
王
宮
。一
□
不
如
観
音
妙
音

之
現
女
身
者
、
重
莫
為
五
障
女
身
。
一

善
根
无
限
、一
功
徳
有
隣
三
界
我
界
混
仏

界
、一
三
乗
五
乗
帰
一
乗
一
文
。

浄
蔵
と
浄
眼
は
、『
法
華
経
』
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七
に
よ
る
と
妙
荘
厳
王

の
王
子
で
、
外
道
に
執
着
し
て
い
る
父
王
を
仏
法
に
導
い
た
と
さ
れ
る
。
彼
ら
と
対

比
さ
せ
て
、
観
音
と
妙
音
天
（
弁
財
天
）
が
重
ね
て
五
障
女
身
と
な
ら
な
い
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
と
し
て
、
高
松
院
が
女
身
に
転
生
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
暗
に
示
さ

れ
て
い
る
。
五
障
の
あ
る
女
身
へ
の
転
生
は
一
般
的
に
忌
避
さ
れ
た
が
、
高
松
院
の

死
因
が
、
女
性
特
有
の
出
産
に
よ
る
疾
患
で
あ
っ
た
た
め
、
特
に
こ
の
こ
と
が
覚
え

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

②
歴
博
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
仏
供
養
・
修
法
・
結
縁
潅
頂
天
台
・
秘
教
「
十
二
天
供
表
白
」

高
松
院
の
没
後
、
後
白
河
法
皇
の
綸
旨
に
よ
っ
て
、
澄
憲
が
行
っ
た
十
二
天
供
の

表
白
で
あ
る
。
こ
の
表
白
は
、金
沢
文
庫
蔵『
転
法
輪
鈔
』密
教
帖
で
は
欠
け
て
お
り
、

貴
重
で
あ
る
。法
会
が
行
わ
れ
た
場
所
は
、澄
憲
建
立
の
浄
仏
寺（
通
称「
七
観
音
院
」）

で
あ
る
と
い
う
）
21
（

。『
京
都
府
地
誌
』
に
は
「
建
久
五
年
甲
寅
。
内
裏
仁
寿
殿
ノ
二
間
。

安
置
ノ
観
音
像
ヲ
。
烏
丸
六
角
町
ニ
移
シ
。
堂
宇
ヲ
建
立
ス
。
開
基
僧
澄
憲
」
と
あ

る
）
22
（

。
建
久
五
年
に
浄
仏
寺
が
開
創
さ
れ
た
と
い
う
説
と
、
表
白
中
に
「
南
瞻
部
州
大

日
本
国
天
台
宗
延
暦
寺
前
権
大
僧
都
法
印
大
和
尚
位
澄
憲
依　

後
白
川
禅
定
法
皇
綸

旨
、
為
前
高
松
女
院
建
立
一
伽
藍
、
安
置
前
院
御
本
尊
并
御
筆
五
部
大
乗
等
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
十
二
天
供
は
建
久
五
年
の
寺
院
建
立
後
、
間
も
な
く

行
わ
れ
た
か
。
た
だ
し
、後
白
河
法
皇
は
建
久
三
年
三
月
十
三
日
に
崩
御
し
て
お
り
、

故
人
に
つ
い
て
は
表
白
中
に
「
前
高
松
女
院
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
法
皇

は
故
人
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
建
久
三
年
以
前
に
こ
の
供
養
が
行
わ
れ
た

可
能
性
も
あ
る
。

女
院
の
御
本
尊
を
安
置
し
、御
筆
の
五
部
大
乗
経
を
安
置
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

『
京
都
府
地
誌
』
に
記
さ
れ
た
仁
寿
殿
安
置
の
観
音
像
が
、
女
院
の
持
仏
で
あ
っ
た

の
か
は
定
か
で
な
い
。

続
い
て
、「
法
皇
綸
命
之
上
、
弟
子
之
懇
懐
也
」
と
あ
る
の
で
、
後
白
河
法
皇
の

綸
旨
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
澄
憲
自
身
も
望
ん
で
こ
の
供
養
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

仏
後
壁
奉
図
十
八
天
。
非
啻
堂
舎
荘
厳
、
蓋
為
護
持
仏
法
也
。
今
仏
弟
子
住
此

処
、
崇
此
精
舎
、
為
十
八
天
、
帰
依
渇
仰
。
聊
飾
密
壇
、
敬
備
微
供
。
所
設
供

具
麁
悪
也
、
微
少
也
。
不
足
奉
請
善
神
諸
天
。
然
而
既
寄
密
壇
傾
密
印
、
真
言

加
持
之
力
、
願
十
八
天
哀
愍
、
尚
饗
給
ヘ
。
外
書
云
、
潢
汙
行
浪
之
水
、
蘋
蘩

薀
草
之
菜
、若
有
明
信
、以
可
羞
明
神
祭
鬼
神
云
々
。
此
言
宜
哉
。
只
以
志
為
尊
、

以
誠
為
潔
。
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仏
の
後
ろ
の
壁
に
は
十
八
天
を
図
し
、
澄
憲
は
こ
の
寺
に
住
し
て
十
八
天
に
帰
依

渇
仰
し
、
供
養
を
行
っ
た
と
い
う
。「
潢
汙
行
浪
之
水
、
蘋
蘩
藻
草
之
菜
、
若
有
明
信
、

以
可
羞
明
神
祭
鬼
神
云
々
」
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
三
年
の
伝
に
、「
苟
有
二
明

信
、一
澗
谿
沼
畤
之
毛
、
蘋
蘩
薀
藻
之
菜
、
筐
筥
錡
釜
之
器
、
潢
汙
行
潦
之
水
、
可
レ

薦
二
於
鬼
神
、一可
レ
羞
二
於
王
公
）
23
（

一
」
と
あ
り
、語
句
が
多
少
異
な
る
が
、『
春
秋
左
氏
伝
』

を
典
拠
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

澄
憲
が
至
ら
な
い
な
が
ら
も
、
女
院
の
た
め
の
追
善
供
養
を
真
摯
に
行
お
う
と
し

た
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
。
表
白
の
最
後
に
は
、
澄
憲
自
身
の
当
時
の
心
境
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

仏
子
者
悪
縁
遠
離
善
因
具
足
、
心
中
却
安
念
身
上
離
病
患
。
衣
食
具
足
従
類
和

順
、
念
仏
功
積
臨
終
正
念
、
観
音
来
迎
得
賢
善
死
、
普
天
卒
土
利
益
平
等
、
一

心
丹
誠
諸
天
証
知
。

年
を
重
ね
た
澄
憲
は
、
悪
縁
を
離
れ
て
心
中
穏
や
か
で
病
も
回
復
し
、
満
ち
足
り

た
静
か
な
境
地
で
臨
終
正
念
に
向
け
て
念
仏
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
高
松
院
と
の
関
係
も
、
供
養
と
祈
り
を
重
ね
る
う
ち
に
浄
化
さ
れ
た
様
子
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
澄
憲
の
手
に
な
る
表
白
の
検
討
に
よ
っ
て
、
高
松
院
と
澄
憲
が
ど
の
よ
う

に
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
の
か
、そ
の
一
端
が
具
体
的
に
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

澄
憲
は
、
高
松
院
の
病
を
癒
す
た
め
の
祈
祷
を
し
た
り
、
美
福
門
院
の
た
め
の
追

善
供
養
の
導
師
を
勤
め
た
り
し
て
、
出
家
後
の
高
松
院
の
人
生
を
導
い
て
き
た
。
二

人
の
関
係
は
、
導
師
と
施
主
と
い
う
信
仰
を
媒
介
と
し
た
積
み
重
ね
を
と
お
し
て
深

ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

高
松
院
は
後
半
生
の
導
き
手
と
し
て
、
十
五
歳
年
上
の
優
れ
た
唱
導
僧
で
あ
る
澄

憲
を
尊
敬
、
信
頼
し
、
彼
を
重
用
し
た
。
澄
憲
も
ま
た
、
聖
天
供
表
白
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
高
松
院
に
対
し
て
導
師
と
い
う
立
場
以
上
の
感
情
を
抱
い
て
接
し
、
女
院

の
死
後
も
懇
ろ
な
追
善
供
養
を
営
ん
で
、
女
院
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
続
け
て
い
た

の
で
あ
る
。

殊
に
澄
憲
が
自
身
の
た
め
に
祈
る
時
に
は
、
天
供
を
行
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ

た
。
歴
博
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
仏
供
養
・
修
法
・
結
縁
潅
頂
天
台
・
秘
教
の
帖
に
は
、

澄
憲
自
ら
の
た
め
に
行
わ
れ
た
法
会
の
表
白
と
し
て
、「
無
動
寺
円
運
法
印
授
受
明

許
可
表
白
」「
尊
勝
念
誦
行
法
表
白　

自
行
」、
さ
ら
に
本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
為
自

身
祈
令
修
聖
天
供
祭
文
」「
為
小
堂
供
養
祈
修
同
供
祭
文
」「
十
二
天
供
表
白
」
の
他

に
、
澄
憲
が
自
身
の
厄
払
い
の
た
め
に
行
っ
た
「〔
閻
魔
天
供
表
白
）
24
（

〕」
と
い
う
六
つ

の
表
白
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
四
つ
が
天
供
祭
文
で
あ
る
。

澄
憲
の
表
白
は
公
や
他
者
の
た
め
に
作
成
し
た
も
の
が
大
半
を
占
め
、
そ
れ
ら
か

ら
は
澄
憲
の
教
養
や
巧
み
な
表
現
力
、
教
説
や
信
仰
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
澄
憲
の
心
情
や
内
面
を
示
す
も
の
は
数
少
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、

高
松
院
と
の
関
係
性
の
中
で
自
身
の
率
直
な
心
情
を
述
べ
て
祈
願
し
た
天
供
の
表
白

は
大
変
貴
重
で
あ
り
、
今
後
の
澄
憲
研
究
に
と
っ
て
有
用
な
資
料
と
な
り
得
る
で
あ

ろ
う
。
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承
安
四
年

（
一
一
七
四
）

承
安
二
年

（
一
一
七
二
）

嘉
応
二
年

（
一
一
七
〇
）

翌
年

不
明

応
保
三
年

（
一
一
六
三
）

不
明

永
暦
元
年

（
一
一
六
〇
）
？

年
号
（
西
暦
）

冬 不
明

四
月
一
〇
日

？
月
二
三
日

一
月
二
三
日

一
一
月
二
三
日

？
月
六
日
〜

一
〇
月
六
日

八
月
二
五
日
〜

九
月
上
旬

九
月
一
〇
〜

一
一
日

八
月
二
〇
日

八
月
一
九
日

月
日

澄
憲
、
聖
天
供
を
行
う
（
歴
博
蔵
『
転
法
輪
鈔
』「
為
小
堂

供
養
祈
修
同
供
祭
文
」）

高
松
院
、澄
憲
の
子
（
後
の
海
恵
僧
都
）
を
出
産
す
る
（『
玉

葉
』『
血
脈
類
集
記
』）

澄
憲
、
聖
天
供
を
行
う
（
歴
博
蔵
『
転
法
輪
鈔
』「
為
自
身

祈
令
修
聖
天
供
祭
文
）。

高
松
院
、
澄
憲
を
導
師
と
し
て
美
福
門
院
御
月
忌
の
た
め
に

観
無
量
寿
経
書
写
と
一
昼
夜
念
仏
供
養
を
行
う
（
金
沢
文
庫

蔵
、
澄
憲
草
「
高
松
院
為
母
儀
聖
霊
勧
人
書
写
観
無
量
寿
経

十
二
巻
并
被
修
一
昼
夜
念
仏
発
願
表
白
」）

高
松
院
、
澄
憲
を
導
師
と
し
て
美
福
門
院
御
月
忌
の
た
め
に

一
昼
夜
念
仏
供
養
を
行
う
（
金
沢
文
庫
蔵
、
澄
憲
草
「
高
松

院
為
母
儀
聖
霊
勧
人
書
写
観
無
量
寿
経
十
二
巻
并
被
修
一
昼

夜
念
仏
発
願
表
白
」）

高
松
院
、
澄
憲
を
導
師
と
し
て
美
福
門
院
御
月
忌
の
た
め
に

百
花
供
養
を
行
う
（
醍
醐
寺
蔵
、
澄
憲
『
表
白
集
』
上
「
高

松
女
院
百
花
供
養
表
白
」）。

高
松
院
、
澄
憲
を
導
師
と
し
て
鳥
羽
法
皇
と
美
福
門
院
の
た

め
に
金
光
明
経
書
写
と
舎
利
供
養
を
行
う
（
金
沢
文
庫
蔵
・

澄
憲
草
「
高
松
女
院
十
箇
日
御
修
善
結
願
表
白
」）。

高
松
院
、
去
年
の
病
の
癒
し
を
感
謝
し
て
、
澄
憲
を
導
師
と

し
て
日
吉
社
七
箇
日
金
泥
経
供
養
を
行
う（
金
沢
文
庫
蔵『
転

法
輪
鈔
』「
高
松
院
日
吉
社
七
箇
日
金
泥
御
経
供
養
開
白
」「
同

結
願
表
白
」）。

高
松
院
、法
華
経
書
写
を
行
う
（
金
沢
文
庫
蔵
、澄
憲
草
「
高

松
女
院
笠
置
如
法
供
養
表
白
」）。

高
松
院
、三
七
ヶ
日
法
華
三
昧
行
法
を
行
う
（
金
沢
文
庫
蔵
、

澄
憲
草
「
高
松
女
院
笠
置
如
法
供
養
表
白
」）。

高
松
院
、
病
篤
く
、
後
白
河
法
皇
の
御
幸
あ
り
。
病
の
た
め

出
家
（『
山
槐
記
』『
百
錬
抄
』）。

事
項

建
久
五
年

（
一
一
九
四
）
？

建
久
三
年

（
一
一
九
二
）

安
元
三
年

（
一
一
七
七
）

安
元
二
年

（
一
一
七
六
）

安
元
元
年

（
一
一
七
五
）

不
明

三
月
十
三
日

六
月
一
二
日

六
月
一
三
日

（
一
二
日
）

一
二
月
一
七
日

澄
憲
、
後
白
河
法
皇
の
綸
旨
に
よ
り
、
澄
憲
自
ら
建
立
し
た

浄
仏
寺
で
高
松
院
の
た
め
に
十
二
天
供
を
行
う（
歴
博
蔵『
転

法
輪
鈔
』「
十
二
天
供
表
白
」）。

澄
憲
、
高
松
院
の
た
め
に
曼
荼
羅
供
を
行
う
（『
三
僧
記
』）。

澄
憲
、
高
松
院
の
た
め
に
正
日
仏
事
の
導
師
を
勤
め
る
（
金

沢
文
庫
蔵
、
澄
憲
『
上
素
帖
』「
高
松
院
御
周
忌
表
」、『
愚

昧
記
』）。

高
松
院
、
崩
御
（『
玉
葉
』『
吉
記
』『
百
錬
抄
』）。

※
『
帝
王
編
年
記
』『
一
代
要
記
』『
歴
代
皇
記
』
は
一
二
日

崩
御
と
す
る
。

澄
憲
、高
松
院
の
後
援
に
よ
り
聖
天
供
を
行
う（
歴
博
蔵『
転

法
輪
鈔
』「
為
小
堂
供
養
祈
修
同
供
祭
文
」）。

（
表
）
高
松
院
と
澄
憲
の
関
係
年
譜
及
び
関
連
表
白
作
成
年
一
覧

註（
1
）　

角
田
文
衛
「
高
松
女
院
」（
同
著
『
王
朝
の
明
暗
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
七
所
収
）。
田

中
貴
子
「
八
条
院
高
倉
の
出
生
と
出
家
―
来
迎
寺
文
書
の
資
料
な
ど
―
」（
広
島
大
学
『
国
文

学
攷
』
一
一
八
、一
九
八
八
・
六
）。
そ
の
他
に
、阿
部
泰
郎
「
中
世
南
都
の
宗
教
と
芸
能
」（『
国

語
と
国
文
学
』
六
四
―
五
、
一
九
八
七
）
や
細
川
涼
一
「
王
権
と
尼
寺
」（
同
著
『
女
の
中
世　

小
野
小
町
・
巴
・
そ
の
他
』、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
八
九
所
収
）
に
お

い
て
も
、
八
条
院
高
倉
が
澄
憲
と
高
松
院
と
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。　

（
2
）
註
（
1
）
角
田
氏
論
文
参
照
。

（
3
）
増
補
史
料
大
成
『
山
槐
記
』、
臨
川
書
店
、
一
九
六
五 

（
4
）
阿
部
美
香
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。『
五
寸
四
方
の
文
学
世
界
―
重
要
文
化
財
「
称
名
寺
聖
教
」

唱
導
資
料
目
録
―
』、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
〇
八
の
一
一
一
ペ
ー
ジ
の
目
録
に
記

載
。

（
5
）
永
井
義
憲
・
清
水
宥
聖
編
『
安
居
院
唱
導
資
料
集
』
上
、
角
川
書
店
、
一
九
七
二
の
二
八
八

ペ
ー
ジ
。「
同
結
願
表
白
於
十
禅
師
宮
一
被
結
願
之
一
」
の
引
用
も
こ
れ
に
よ
る
。

（
6
）
牧
野
和
夫
「
鎌
倉
初
・
前
期
成
立
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
伝
本
の
基
礎
的
調
査
と
そ
の
周
辺

（
1
）・「
類
聚
」
と
い
う
こ
と
」（『
実
践
国
文
学
』
三
五
、
一
九
八
九
・
三
）。

（
7
）
小
峯
和
明
『
中
世
法
会
文
芸
論
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
の
一
二
九
〜
一
三
〇
ペ
ー
ジ
。

同
氏
は
、「『
転
法
輪
鈔
』
な
ど
に
も
日
吉
社
を
め
ぐ
る
表
白
は
す
く
な
か
ら
ず
あ
り
、
天
台
の

教
説
か
ら
み
て
も
深
い
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
」（
二
一
四
ペ
ー
ジ
）
と
も
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指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
註
（
4
）
に
同
じ
。

（
9
）　
『
愚
昧
記
』
仁
安
二
年
七
月
二
日
条
や
『
玉
葉
』
承
安
三
年
七
月
一
日
条
な
ど
。

（
10
）　

牧
野
和
夫
「
安
居
院
唱
導
と
『
母
恩
勝
父
恩
事
』」（『
実
践
国
文
学
』
四
〇
、
一
九
九
一
）。

阿
部
泰
郎
氏
の
翻
刻
『
釈
門
秘
鑰
』
解
題
に
は
、「
注
目
す
べ
き
は
『
釈
門
秘
鑰
』（「
母
恩
勝

父
恩
事
」）
の
釈
の
末
で
、『
此
事
、
予
始
独
覚
之
、
顕
宗
学
者
説
法
師
、
古
来
雖
多
、
全
所
不

思
依
也
』
と
説
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
と
あ
り
、
澄
憲
が
こ
の
説
を
自
説
と
し
て
自
負
し
て

い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
阿
部
泰
郎
「
仁
和
寺
蔵
『
釈
門
秘
鑰
』
翻
刻
と
解
題
」〔
国
文
学

研
究
資
料
館
『
調
査
研
究
報
告
』
一
七
、
一
九
九
六
〕）。
小
峯
和
明
氏
は
澄
憲
の
母
恩
重
視
に

つ
い
て
、「
澄
憲
の
抱
く
血
族
の
意
識
が
母
恩
を
重
ん
ず
る
教
義
を
必
然
的
に
は
ぐ
く
ん
だ
の

で
あ
ろ
う
。〈
中
略
〉
澄
憲
は
自
己
正
当
化
も
合
わ
せ
、
悲
母
の
供
養
の
重
視
を
安
居
院
の
教

線
拡
張
や
権
威
化
の
戦
略
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
（
註
7
小
峯
氏
著
書
の
一
二
二
ペ
ー

ジ
）。

（
11
）　

註
（
1
）
角
田
氏
論
文
参
照
。

（
12
）　
「
母
の
恩
の
強
調
は
一
般
の
仏
事
に
『
悲
母
』
追
善
が
多
い
こ
と
と
も
あ
わ
せ
、
人
々
の
心

情
に
訴
え
る
に
恰
好
の
対
象
で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
」（
註
7
小
峯
氏
著
書
の
一
二
二
ペ
ー

ジ
）。

（
13
）　
『
表
白
集
』（『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
八
輯
上
、
巻
第
八
百
二
十
五
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
八
三
）
に
は
、八
条
院
が
美
福
門
院
の
た
め
に
毎
月
恒
例
の
追
善
供
養
を
行
っ
た
際
の
「
八

条
女
院
舎
利
講
表
白
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
金
沢
文
庫
保
管
、
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
巻

二
十
に
も
、「
八
条
院
奉
為
美
福
門
院
毎
月
舎
利
供
養
表
白
」
と
題
す
る
表
白
が
三
点
所
収
さ

れ
る
（
牧
野
和
夫
「
仲
範
撰
述
の
一
書
『
持
犯
要
記
俗
書
勘
文
抄
』
―
紹
介
と
翻
印
、
附
二
十

二
巻
本
『
表
白
集
』
目
録
一
覧
等
―
」〔『
実
践
国
文
学
』
四
二
、
一
九
九
二
・
九
〕）。

（
14
）　

正
治
二
年
十
一
月
二
十
三
日
条
に
「
小
時
参
安
楽
寿
院
、
人
々
未
参
、
奉
行
院
司
範
宗
毎
事

不
覚
、
書
違
御
教
書
、
御
導
師
違
乱
、
自
御
所
被
請
聖
覚
」、
建
仁
元
年
十
一
月
二
十
三
日
条

に
「
巳
時
参
鳥
羽
殿
、
未
時
許
被
始
講
莚
、
聖
覚
為
講
師
」、
承
元
二
年
十
一
月
二
十
三
日
条

に
「
参
鳥
羽
殿
、公
卿
三
位
公
清
卿
一
人
、聖
覚
講
師
」
と
あ
る
（
早
川
順
三
郎
編
『
明
月
記
』、

国
文
名
著
刊
行
会
、
一
九
三
五
）。

（
15
）　

註
（
1
）
角
田
氏
論
文
に
は
、『
玉
葉
』
建
久
二
年
四
月
二
十
四
日
条
の
「
今
旦
、
澄
憲
真

弟
子
（
御
室
御
弟
子
、
高
松
院
御
腹
、
澄
憲
令
生
之
子
也
、
雖
密
事
人
皆
知
之
）、
於
仁
和
寺

受
戒
灌
頂
、
依
訪
其
事
行
向
」（
福
田
豊
彦
監
修
『
吾
妻
鏡
・
玉
葉
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
九
）
と
い
う
記
事
を
受
け
て
、「
明
ら
か
に
こ
れ
は
、
建
久
二
年
四
月
廿
三
日

の
深
更
に
灌
頂
が
授
け
ら
れ
た
海
恵
を
指
し
て
い
る
。
兼
実
は
、
朝
早
く
後
朝
の
布
施
を
持
っ

て
仁
和
寺
の
南
院
に
赴
い
た
の
で
あ
る
。
摂
政
従
一
位
の
藤
原
兼
実
が
わ
ざ
わ
ざ
朝
ま
だ
き
に

仁
和
寺
に
駆
け
つ
け
た
の
は
、
海
恵
が
澄
憲
の
単
な
る
息
子
で
は
な
く
、
高
松
女
院
を
母
と
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
」（
四
六
八
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
。

（
金
城
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
二
年
七
月
二
三
日
受
付
、
二
〇
一
四
年
三
月
一
八
日
審
査
終
了
）

（
16
）　
『
兵
範
記
』
嘉
応
元
年
六
月
十
七
日
、『
玉
葉
』
嘉
応
元
年
六
月
十
七
日
条
、『
転
法
輪
鈔
』

表
白
二
・
後
白
河
院
上
中
「〈
十
六
〉
嘉
応
御
逆
修
初
七
日
表
白
」「〈
十
七
〉
御
出
家
後
始
五
十
日
御

逆
修
結
願
表
白
八
月
八
日
」
な
ど
。

（
17
）　

註
（
1
）
角
田
氏
論
文
参
照
。

（
18
）　

註
（
1
）
田
中
氏
論
文
参
照
。

（
19
）　

阿
部
美
香
氏
、
説
話
文
学
会
・
仏
教
文
学
会
合
同
十
二
月
例
会
（
二
〇
〇
九
年
十
二
月
十
二

日
、於
金
沢
文
庫
）
発
表
資
料
「
安
居
院
唱
導
資
料
『
上
素
帖
』
に
つ
い
て
」
参
照
（
後
に
『
金

沢
文
庫
研
究
』
三
二
六
、
二
〇
一
一
・
三
に
報
告
さ
れ
て
い
る
）。
阿
部
氏
に
よ
れ
ば
、『
上
素

帖
』
は
重
要
文
化
財
「
称
名
寺
聖
教
」
中
で
最
古
の
安
居
院
唱
導
資
料
で
あ
り
、
計
二
十
三
点

の
表
白
を
集
め
た
、
澄
憲
の
表
白
集
で
あ
る
。
引
用
も
阿
部
美
香
氏
作
成
の
翻
刻
に
よ
る
。

（
20
）　

註
（
1
）
角
田
氏
論
文
と
、
西
井
芳
子
「
高
松
院　

女
の
業
に
悩
む
后
」（『
国
文
学　

解
釈

と
教
材
の
研
究
』
二
五- 

一
三
、
一
九
八
〇
・
一
〇
）。

（
21
）　

山
崎
誠
「『
転
法
輪
鈔
』
繋
年
考
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要　

文
学
研
究
篇
』
三
三
、

二
〇
〇
七
・
二
）。

（
22
）　

水
茎
玉
菜
他
編
『
京
都
府
地
誌
』
京
都
市
街
誌
料
・
第
五
、一
八
八
一
の
「
七
観
音
院
」
の
項
。

（
23
）　

鎌
田
正
、新
釈
漢
文
大
系
第
30
巻
『
春
秋
左
氏
伝
』
一
、
明
治
書
院
、一
九
七
一
の
六
一
ペ
ー

ジ
。

（
24
）　

表
題
不
明
。
山
崎
誠
氏
の
付
け
た
仮
題
に
よ
る
（
註
21
山
崎
氏
論
文
参
照
）。

﹇
付
記
﹈

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
御
指
導
・
御
教
示

下
さ
い
ま
し
た
阿
部
泰
郎
氏
、
阿
部
美
香
氏
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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On Takamatsu’in and Chōken：Focusing on an Examination 
of the Hyōbyaku of Chōken

TSUTSUI Sanae

Takamatsu’in Shushi was the empress of Emperor Nijō, but their married life together lasted a 

mere four years. Thereafter, she took the tonsure and was elevated to the ranks of the nyoin (retired 

empresses) and came to be called Takamatsu’in. She was thought to have spent a serene life in 

Buddhist practice, but, as Tsunoda Bun’ei and Tanaka Takako have made clear, she secretly had two 

children (one, Kaie was to become an important monk at Ninnaji and the other Takakura became a 

lady-in-waiting for Hachijō’in) with the famed Buddhist preacher Chōken, and her early death was the 

result of giving birth to Chōken’s child. 

Based on these studies, the sexual relationship between Takamatsu’in and Chōken has been made 

clear, but because this scholarship was based chiefly on analyses of fragmentary records in diaries 

and temple documents, the specifics of the relationship have not been clarified. In this article I chiefly 

examine the contents of the hyōbyaku (pronouncements read out at Buddhist services) found in the 

manuscript of the Tenpōrinshō  in the Kyū-Tanaka-ke collection at the National Museum of Japanese 

History and also those composed by Chōken at Kanazawa Bunko as they reveal the relationship with 

Takamatsu’in and then re-evaluate relationship between the two. 

Chōken of fered prayers to cure the illness of Takamatsu’in and led memorial services for 

Bifukumon’in, her mother, thus playing a leading role in the life of Takamatsu’in. One can rightly say 

that the relationship between the two grew deeper through the repeated experience of being sponsor 

and officiating monk in these religious contexts.

In the latter part of her life, Takamatsu’in came to respect and rely on the 15-year-older Chōken, 

who excelled as a preacher, for guidance. Chōken, too, as can be seen in his “Shōten-gu hyōbyaku,” 

(Pronouncement for the offering service to Shōten), felt more for Takamatsu’in than would be 

expected of an officiating monk. After her death, he attentively led memorial services and thus 

maintained his bonds with the nyoin. 

The majority of Chōken’s hyōbyaku were composed for the court or others, and while one can 

discern Chōken’s cultivation, the eloquence of his preaching, and faith in these efforts, those that 

reveal his true feelings and inner thoughts are few in number. In this sense also, the hyōbyaku for the 

Shōten offering service in which he states forthrightly his own feelings regarding his relationship with 
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Takamatsu’in is extremely valuable, and is indicative of the potential of hyōbyaku as useful sources in 

future studies of Chōken. 

Key words: Takamatsu’in, Chōken, Hyōbyaku. Tenpōrinshō, shōdō


